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平成２４年度川崎市バスの運行ミス発生状況について（報告） 

１ 平成２４年度の発生状況 

（１）月別発生件数 

（２）営業所別発生件数 

・ 発生件数は２７件（経路誤り２５件、その他２件）で、前年度３９件から１２件減少

（前々年度の７２件から４５件の減少）しました。

・ 営業所別で見ると、塩浜が前年比６件の減少、鷲ヶ峰が前年比５件の減少、上平間が前

年比２件の増加となりました。

・ 運行ミス発生時に乗車していたお客様に対しては、謝罪や丁寧な対応に努め、事後の安

全な経路復帰や代車運行により適切に対応させていただきました。

・ 運行ミス発生後の対応については、運行管理者への報告を速やかに行い、運行管理者の

指示に従って経路復帰を行うなど、適切な対応を図りました。

※詳細は、別紙「平成２４年度市バスの運行ミス発生状況」参照

平成２４年度                  （単位：件）

塩浜 上平間 井田 鷲ヶ峰 菅生 計 

経路誤り ２ １０ ２ １０ １ ２５ 

その他 １ ― ― １ ― ２ 

計 ３ １０ ２ １１ １ ２７ 

平成２３年度

塩浜 上平間 井田 鷲ヶ峰 菅生 計 

経路誤り ８ ８ ４ １４ ２ ３６ 

その他 １ ― ― ２ ― ３ 

計 ９ ８ ４ １６ ２ ３９ 

   平成２２年度 

塩浜 上平間 井田 鷲ヶ峰 ― 計 

経路誤り １３ １８ ９ １８ ― ５８ 

その他 ３ ― １ １０ ― １４ 

計 １６ １８ １０ ２８ ― ７２ 

資 料

平成２４年度                                    （単位：件）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

経路誤り ４ １ － ４ ２ ２ ３ ３ １ ３ １ １ ２５ 

その他 － － － ２ － － － － － － － － ２ 

計 ４ １ － ６ ２ ２ ３ ３ １ ３ １ １ ２７ 

平成２３年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

経路誤り ２ ３ ６ １ ６ ３ ７ ４ １ １ － ２ ３６ 

その他 １ １ － － １ － － － － － － － ３ 

計 ３ ４ ６ １ ７ ３ ７ ４ １ １ － ２ ３９ 

  平成２２年度 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

経路誤り － １ ６ ８ ９ ４ ３ ６ ９ ８ ４ － ５８ 

その他 － － － ２ １ １ ３ － ２ ２ ３ － １４ 

計 － １ ６ １０ １０ ５ ６ ６ １１ １０ ７ － ７２ 
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２ 平成２４年度の主な取組 

（１） 安全最優先のバス運行業務に即しているか（視点１） 

① 基本動作の徹底 

「車内放送・運行表・方向幕の確認」の基本動作を徹底するため、局長から全職

員へのメッセージＤＶＤ作成のほか、春・秋の法令講習会、グループワーク研修等、

あらゆる研修の機会をとらえ、営業所長や本局職員と運転手との対話による習慣化

に向けた意識の醸成に取り組みました。 

② 厳正な点呼の実施 

 点呼時の運行経路や出庫時間の復唱については、その徹底について継続的に実施

しました。 

③ 指定交差点での対策 

 指定交差点（２３箇所）での行先アナウンスは、決められた手順として実施しま

した。また、指定停留所の一時停車については、お客様への影響や運行ミス発生状

況などを考慮し、発生が多い２箇所を新たに指定し、２年以上発生のなかった３箇

所について、指定を解除しました。 

④ 車内放送による右左折の注意喚起放送等 

車内運行情報管理システムの更新（平成２４年１１月完了）に合わせて、右左折

の注意喚起放送（男性の声）の挿入や運転席右側の操作機モニターへの右左折注意

情報の表示（警告音・ポップアップ画面表示）を行いました。 

（２） 市バスネットワークの特徴を踏まえた体制・対策が取られているか（視点２） 

 運転手が１日に担当する運行経路が複数にわたることなどを踏まえて、経由地表記の

見直し等の運行表の改善、起終点や信号待ち等停車時における運行表確認の徹底、停留

所標識の注意喚起掲示のリニューアル、ハザードマップの更新、車内運行情報運行管理

システムの更新にも取り組み、サポート体制を強化しました。 

（３） 業務に対する意識の向上を図る仕組みが取られているか（視点３） 

① 意識の徹底 

 安全指導担当係長会議や経路誤り防止対策プロジェクトチームにおいて、各営業

所の取組について情報の共有を行うとともに、「運行ミス防止強化日」の実施営業所

の拡大など、運行ミス防止に努めました。また、年度当初に運行ミスが連続発生し

たことを踏まえ、局として、お盆休みや年末年始など４回の運行ミス防止運動（本

局職員による街頭指導、営業所内及び本局での掲示、出庫口等への注意喚起の掲示）

を実施しました。 

② 各営業所の取組 

 営業所ごとの経路誤りの発生状況に応じて、指定交差点での街頭指導や出庫口指

導をはじめとした各営業所独自の取組を行いました。 

特に、塩浜営業所において実施した「運行ミス防止模擬訓練」は、発生時の営業

所の対応能力の向上に加えて、職員の意識向上に効果を上げました。 

平成２４年３月の「川崎市交通局バス運行管理に係る改善委員会答申」で示された「４

つの見直しの視点」に基づき、運行ミス防止対策に取り組みました。

※詳細は、参考資料２「平成２４年度運行ミス防止対策について」参照
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（４） ミス発生後の対応が的確であり、かつその対応が事後の運行に影響していな

いか（視点４） 

① 発生後の対応 

運行ミス発生車両の運転手は、乗車していたお客様に対して、運行ミスによる遅

れなど、ご迷惑をかけたことに謝罪を行い、丁寧な対応に努めるとともに、運行管

理者に速やかに報告を行い、運行管理者の指示に従って、安全な経路復帰や代車運

行により適切な対応を行いました。 

運行管理者への報告を怠り、自己回復や法令違反があるといった安全運行に影響

がある事案は発生しませんでした。 

この発生時の対応については、運転手特別研修やグループワーク研修により、周

知徹底を図りました。 

② 厳正な処分の実施 

 指定交差点での行先アナウンスを怠って経路誤りを発生させた本市職員の運転手

２名を戒告処分としました。 

３ 平成２４年度の特徴 

（１） 発生状況の全体的な特徴 

① 多く運行している進行方向への間違いについて 

前年度２７件から１５件と約半減となりました。これは、あらゆる研修の機会を

とらえて、基本動作の徹底に取り組んだ効果が表れていますが、さらなる基本動作

の習慣化が必要と考えています。 

② 出庫直後の発生について 

営業運行１番目の発生（１０件⇒２件）と減少しました。これは、出庫直前の点

呼、点呼時の運行経路等の復唱による効果と考えています。 

また、乗務開始１時間未満での発生（１５件⇒９件）も減少しましたが、発生事

例では、基本動作を行わずに発生していることから、さらなる基本動作の習慣化が

必要と考えています。 

③ 通常と異なる運転操作による間違いについて 

     停留所での時間調整や歩行者の安全確保等、通常とは若干異なる運転操作を行っ

た際に、誤った経路への認識に切り替わり、運行ミスを発生させた事例が前年度７

件ありましたが、平成２４年度にそのような事例はありませんでした。 

 ④ 「指定交差点」での発生について 

前年度９件から６件と減少しました。この発生した全てのミスは、行先アナウン

スを行っていないことから、指定交差点における決められた手順の徹底が不十分と

考えています。 

⑤ 営業所別の発生状況について 

     上平間営業所を除く全営業所で運行ミスが減少しました。 

     ２件増加した上平間営業所では、次項の特定箇所での発生が前年度の１件から４

件になったことが、原因と考えられます。 
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（２） 特定箇所の発生が増加 

平成２４年度の最大の特徴は、全体的に減少している中で、上平間営業所管内の河原

町交差点等での発生が４件、鷲ヶ峰営業所管内の生田高校入口交差点での発生が４件と

いずれも平成２３年度と比べて３件増加しております。

①河原町団地前周辺交差点 

川崎駅西口北から上平間行きの川７１・７３・７４系統は、幸町２丁目停留所まで

は同一経路であり、河原町交差点で多摩沿線道路経由の川７３系統（１５３本／日）

と国道４０９号線を直進する川７１・７４系統（２０３本／日）に分岐します。 

この分岐での誤りが２件発生しました（平成２２・２３年度はともに１件）。 

河原町交差点先の停留所は、川７１・７４と川７３系統とも「河原町団地前停留所」

であり同一名称であることが、ミスの要因の一つであると考えられます。 

さらに、川７１・７４系統は「河原町団地前停留所」を進行してのち、河原町歩道

橋交差点で左折して神明町方向に進む川７４系統（１００本／日）と国道４０９号を

直進する川７１系統（１０３本／日）に分岐します。 

この分岐での誤りが２件発生しました（平成２２年度は１件、平成２３年度は０

件）。 

河原町団地前停留所と河原町歩道橋交差点の間は近く、かつ分岐が続くことがミ

スの要因の一つであると考えられます。 

②生田高校入口交差点 

鷲ヶ峰営業所前から生田駅行きの生０２・０３系統は、生田高校入口交差点で右折

する系統（５５本／日）と左折する系統（２８本／日）に分岐します。 

この分岐での誤りが４件発生しました（平成２２年度は０件、平成２３年度は１件）。

４件のうち３件は誤って本数の多い方向である右折したものです。 

この生田高校入口交差点は、鷲ヶ峰営業所前の直近にあり、出発前に運行表を確認

すれば防げるミスであることから、４件目の発生した１１月に出庫前の確認を再度徹

底しました。 

 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

河原町団地前周辺交差点での経路誤り ２件 １件 ４件 

うち、河原町歩道橋交差点 １件 ０件 ２件 

うち、河原町交差点 １件 １件 ２件 

生田高校入口交差点での経路誤り ０件 １件 ４件 
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４ 平成２５年度の運行ミス防止に向けた取組 

（１） ４つの見直しの視点に基づいた対策 

「川崎市交通局バス運行管理に係る改善委員会」の答申で示された４つの見直しの視

点に基づいた対策を引き続き実施しますが、その主な取組は次のとおりです。 

① 安全最優先のバス運行業務に即しているか（視点１） 

・ 講習会や研修など、あらゆる機会をとらえて基本動作「車内放送・運行表・方向

幕の確認」の習慣化に向けた意識の醸成に努めます。 

・ 点呼については、出庫直前の実施や経路などの復唱を継続し、基本動作の習慣化

を徹底します。 

・ 駅や起点時などで、常に基本動作を行うよう指導することで、その習慣化を図り

ます。 

・ 指定交差点については、決められた手順を行わずに運行ミスが発生したことから、

行先アナウンスの実施などについて徹底します。 

・ 指定交差点の指定については、発生状況に応じた指定・解除を行います。 

② 市バスネットワークの特徴を踏まえた体制・対策が取られているか（視点２） 

・ 発生状況などを踏まえて運行表を見やすくする工夫を引き続き実施するとともに、

停車時における運行表確認の徹底を奨励してまいります。 

・ 停留所の注意喚起表示やハザードマップの更新を随時行います。 

③ 業務に対する意識の向上を図る仕組みが取られているか（視点３） 

・ 運転手との対話による意識の醸成に向けた取組を継続してまいります。 

・ グループワーク研修は、年１回実施を２回実施とし、サービスポリシーの実践と

合わせた研修として強化します。 

・ 添乗観察を引き続き実施し、その結果については、人事評価に反映するとともに、

グループワーク研修などにも活用してまいります。 

・ 成果のあったグループの自主的取組に対する評価の仕組みについては、引き続き

検討してまいります。 

・ 運行ミス防止運動など、本局と営業所が一体となった取組や営業所の取組の共有

化を継続してまいります。 

④ ミス発生後の対応が的確であり、かつその対応が事後の運行に影響していないか 

（視点４）

   ・ 運行ミス防止模擬訓練を全営業所で実施してまいります。 

 ・ 発生時の対応や経路復帰の方法については、あらゆる機会をとらえて引き続き周

知徹底を図ります。また、運行管理者についても、適切な指示が行えるよう研修を

実施し、能力向上を図ります。 

   ・ 発生時におけるお客様への対応については、サービスポリシーの実践に向けた研

修の中でも取り上げ、状況に応じたコミュニケーション能力の向上を図ります。 

経路誤り等の運行ミスは、平成２３年度以降、年度を追うごとに減少しているものの、平

成２４年度も２７件の発生があることを真摯に受け止め、多くのお客様に御迷惑をお掛けし

ていることへの反省に立って、一層の発生件数削減を目指してまいります。

そのためには、「運行ミス防止模擬訓練」や基本動作の徹底を始めとした「４つの見直し

の視点」に基づく対策を継続するとともに、特に、前年度の傾向である特定箇所での発生の

防止に重点をおいて取り組んでまいります。
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（２） 平成２４年度の発生状況に応じた重点対策 

① ミスが集中発生した特定箇所の対策 

  基本動作や指定交差点でのアナウンスに加えて、次のとおり実施します。 

ア 「一時停止停留所」の追加 

     前年度に経路誤りが多く発生した「特定箇所の交差点」手前の停留所を一時停止

停留所とし、併せて運行表の指差確認を実施することで運行ミス防止を図ります。 

・ 河原町団地前停留所（小杉方向）   川７４、川７１系統 

・ 鷲ヶ峰営業所前停留所（上下両方向） 生０１、生０２、生０３系統 

イ 運行表の改善 

 ・ 分岐点の地理的、地形的特徴に応じた注意喚起が図られるよう、運行表の改善

に取り組みます。 

    ・ 上平間営業所の川７３系統（上平間方向）と川７４系統、川７１系統（小杉方

向）については、幸町交番前交差点から河原町交差点までの間、国道４０９号線

の路面が、左右別々の色にカラー舗装されましたので、運行表上にカラー舗装に

合わせた色を表示し、運行経路の誤認を防ぎます。（平成２５年３月から運行表を

順次修正） 

    ・ 鷲ヶ峰営業所については、運行する系統の距離の違いが一目でわかるような運

行表の工夫を図ります。 

ウ 基本動作の徹底 

    ・ 「車内放送・運行表・行先表示機の確認」の再徹底に努めます。また、出庫時

や駅、折り返しなど、起点時での基本動作についても徹底します。 

エ その他の改善 

    ・ 点呼場に特定箇所の交差点の写真など、注意喚起ポスター等を掲示し、点呼時

に注意を促し、運行ミス防止に努めます。 

    ・ 定期的に街頭指導や所内掲示のリニューアルを行い、注意喚起を行います。 

② 運行ミス防止模擬訓練の全営業所での実施 

平成２４年度に塩浜営業所が独自の取り組みとして毎月１５日に「運行ミス防止模

擬訓練」を実施し、塩浜営業所におけるミスの発生件数は、平成２３年度９件が平成

２４年度３件に減少しました。この訓練は、ミスが発生した場合の対応を徹底する訓

練でありますが、ミスに対する注意喚起や職員の意識向上という面での効果もあり、

発生抑制につながったものと考えられることから、全営業所で実施します。 

【訓練内容】 

回送バスを使用して、お客様役に営業所職員、運転手が乗車し、過去に経路誤りが

発生した交差点で経路誤りを想定して実施します。ミス発生後の運転手や営業所職員

の対応を訓練することのほか、お客様の気持ちを理解することで、お客様への適切な

対応に活かします。 

⇒ 運転手は、お客様に謝罪後、営業所へ緊急連絡 

⇒ 運行管理者は、状況確認、今後の対応を指示・所長（副所長）へ報告 

⇒ 運転手は、指示を復唱、お客様へ経路復帰の概要説明 

⇒ 運行管理者は、本局へ運行ミス発生の第１報・事件事故速報作成後、本局へ Fax

⇒ 運転手は、終点に到着後、営業所へ連絡 

⇒ 営業所へ帰所 

⇒ 参加者全員で反省会の実施 

⇒ 営業所の全職員へ訓練状況と成果の周知 
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（３） 管理委託営業所の防止対策 

・ 交通局では、委託先職員が出席する「拡大所長会議（年４回）」、「安全指導担当係

長会議（年１２回）」及び「管理の受委託運営委員会（年１２回）」において、「４つ

の見直しの視点」に基づいた対策の徹底を図っており、平成２５年度においても、

これらの会議等を通じて対策の推進や情報の共有化に取り組んでまいります。 

・ 特定箇所の運行ミスについては、委託営業所と交通局が連携して、運行表の改善

を行うなど、重点的に取り組みます。 

・ 「運行ミス防止模擬訓練」を委託先も含めた全営業所で実施し、ミスに対する注

意喚起や職員の意識向上に取り組んでまいります。 

・ 運行ミスが発生した際には、交通局安全指導課が委託営業所へ出向き、再発防止

のための取組を協議し、対策を講じます。 

・ 交通局職員が委託営業所の研修等に講師として出席するなど、交通局としても、

委託事業者の運行ミス防止対策に取り組んでまいります。 



１
　
経
路
誤
り

N
o

発
生
日
時

営
業
所

運
行
系
統

影
響
人
員

発
生
場
所

事
案
の
概
要

1
４
月
１
日
（
日
）

８
時
４
７
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
３
系
統
　
鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
（
南
生
田
一
丁
目

経
由
）
生
田
駅
行

0
生
田
高
校
入
口
交
差
点
（
多
摩

区
南
生
田
５
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折

2
４
月
２
日
（
月
）

１
７
時
２
５
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
４
系
統

川
崎
駅
西
口
北
発
上
平
間
行

5
小
向
東
芝
町
交
差
点
（
幸
区
小

向
西
町
１
丁
目
、
国
道
１
号
線
）
直
進
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
左
折
。

3
４
月
６
日
（
金
）

１
１
時
１
１
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

藤
子
・
F
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
線

登
戸
駅
（
生
田
緑
地
口
）
発
藤
子
・
F
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
前
経
由
生
田
緑
地
行

0
本
村
橋
交
差
点
（
多
摩
区
宿
河

原
２
丁
目
、
主
要
地
方
道
川
崎
府

中
線
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折
。

4
４
月
７
日
（
土
）

１
３
時
５
１
分

井
田
営
業
所

城
１
１
系
統

新
城
駅
前
発
宮
前
平
駅
行

2
0

千
年
交
差
点
（
高
津
区
千
年
５
５

２
、
主
要
地
方
道
丸
子
中
山
茅
ヶ

崎
線
・
中
原
街
道
）

直
進
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
左
折
。

5
５
月
１
日
（
火
）

１
９
時
３
１
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
８
３
系
統

川
崎
駅
西
口
発
上
平
間
行

4
遠
藤
町
交
差
点
（
幸
区
遠
藤
町

５
、
国
道
１
号
線
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

6
７
月
３
日
（
火
）

１
３
時
１
８
分

塩
浜
営
業
所

川
１
３
系
統

川
崎
駅
発
扇
町
行

3
大
島
５
丁
目
交
差
点
（
川
崎
区
大

島
５
丁
目
、
市
道
）

右
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

7
７
月
３
日
（
火
）

１
８
時
０
９
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
４
系
統

川
崎
駅
西
口
発
河
原
町
循
環
線

5
河
原
町
団
地
西
側
交
差
点
（
幸

区
神
明
町
１
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

8
７
月
３
日
（
火
）

１
９
時
１
４
分

井
田
営
業
所

溝
２
１
系
統

溝
口
駅
南
口
発
有
馬
第
二
団
地
行

1
5

能
満
寺
交
差
点
（
高
津
区
千
年
１

４
１
、
県
道
）

直
進
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
左
折
。

9
７
月
９
日
（
月
）

１
４
時
２
５
分

菅
生
営
業
所
（
株
式
会
社
相
模
神

奈
交
バ
ス
へ
管
理
委
託
）

登
０
５
系
統

鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
登
戸
駅
（
生
田
緑
地
口
）
行

1
稗
原
公
民
館
交
差
点
（
宮
前
区

水
沢
３
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

1
0
８
月
１
６
日
（
木
）

１
８
時
４
２
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

溝
１
７
系
統

溝
口
駅
南
口
発
菅
生
車
庫
行

4
蔵
敷
交
番
前
交
差
点
（
宮
前
区

菅
生
５
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

1
1
８
月
２
０
日
（
月
）

１
２
時
１
３
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
４
系
統

上
平
間
発
川
崎
駅
西
口
北
行

3
小
向
東
芝
町
交
差
点
（
幸
区
小

向
町
４
、
国
道
１
号
）

直
進
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
左
折
。

1
2
９
月
１
７
日
（
月
）

１
６
時
３
７
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

溝
１
５
系
統

宮
前
平
駅
発
溝
口
駅
南
口
行

7
宮
前
平
駅
４
番
の
り
ば

１
番
の
り
ば
か
ら
運
行
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
４
番
の
り
ば
か
ら

運
行
し
た
。

1
3
９
月
２
９
日
（
土
）

９
時
１
８
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
３
系
統

川
崎
駅
西
口
北
発
上
平
間
行

9
河
原
町
交
差
点

（
幸
区
河
原
町
１
、
国
道
４
０
９
号
）
戸
手
方
向
に
進
行
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
遠
藤
町
交
差
点
方

向
に
進
行
し
た
。

1
4
１
０
月
２
日
（
火
）

１
７
時
０
８
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
３
系
統
　
鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
（
南
生
田
保
育
園

前
経
由
）
生
田
駅
行

3
生
田
高
校
入
口
交
差
点
（
多
摩

区
南
生
田
５
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折
。

1
5
１
０
月
３
日
（
水
）

７
時
３
５
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
６
３
系
統

上
平
間
発
井
田
営
業
所
前
行

6
ガ
ス
橋
交
差
点
（
中
原
区
上
平
間

３
８
０
、
市
道
幸
多
摩
線
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

平
成
２
４
年
度
　
市
バ
ス
の
運
行
ミ
ス
発
生
状
況

別
紙

-
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N
o

発
生
日
時

営
業
所

運
行
系
統

影
響
人
員

発
生
場
所

事
案
の
概
要

1
6
１
０
月
８
日
（
月
）

１
２
時
１
５
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
２
系
統
　
鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
（
春
秋
苑
入
口
経

由
）
生
田
駅
行

2
生
田
高
校
入
口
交
差
点
（
多
摩

区
南
生
田
５
丁
目
、
市
道
）

右
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
左
折
。

1
7
１
１
月
１
１
日
（
日
）

２
２
時
５
７
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
４
系
統

川
崎
駅
西
口
北
発
（
神
明
町
経
由
）
上
平
間
行

1
5

河
原
町
歩
道
橋
交
差
点
（
幸
区

河
原
町
１
－
３
１
、
国
道
４
０
９
号
）
左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

1
8
１
１
月
１
６
日
（
金
）

２
２
時
５
７
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
３
系
統
　
生
田
駅
発
（
南
生
田
保
育
園
前
経
由
）

鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
行

7
南
生
田
小
学
校
入
口
交
差
点

（
多
摩
区
南
生
田
３
丁
目
、
市
道
）
左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

1
9
１
１
月
２
６
日
（
月
）

２
２
時
３
７
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
３
系
統
　
鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
（
南
生
田
保
育
園

前
経
由
）
生
田
駅
行

1
生
田
高
校
入
口
交
差
点
（
多
摩

区
南
生
田
５
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折
。

2
0
１
２
月
９
日
（
日
）

２
０
時
４
８
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
１
系
統

鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
（
長
沢
入
口
経
由
）
生
田
駅
行

0
鷲
ヶ
峰
営
業
所
出
庫
口

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折
。

2
1
１
月
１
０
日
（
木
）

２
１
時
３
６
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
４
系
統

川
崎
駅
西
口
北
発
（
神
明
町
経
由
）
上
平
間
行

1
2

河
原
町
交
差
点

（
幸
区
河
原
町
１
、
国
道
４
０
９
号
）
遠
藤
町
交
差
点
方
向
に
進
行
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
戸
手
方

向
に
進
行
し
た
。

2
2
１
月
２
２
日
（
火
）

１
１
時
２
８
分

塩
浜
営
業
所

川
４
０
系
統
　
川
崎
駅
発
（
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
経
由
）

塩
浜
営
業
所
前
行

1

川
崎
臨
港
警
察
署
前
交
差
点

（
川
崎
区
池
上
新
町
３
丁
目
、
県

道
東
京
大
師
横
浜
線
　
産
業
道

路
）

右
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

2
3
１
月
２
８
日
（
月
）

１
８
時
３
７
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

溝
０
５
系
統

溝
口
駅
発
（
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
経
由
）
小
杉
駅
前
行

6
溝
口
駅
前
交
番
交
差
点

（
高
津
区
溝
口
１
丁
目
、
市
道
）

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折
。

2
4
２
月
２
７
日
（
水
）

１
３
時
２
５
分

上
平
間
営
業
所
（
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
株
式
会
社
へ
管
理
委
託
）

川
７
４
系
統

川
崎
駅
西
口
北
発
（
神
明
町
経
由
）
小
杉
駅
前
行

1
4

河
原
町
歩
道
橋
交
差
点
（
幸
区

河
原
町
１
－
３
１
、
国
道
４
０
９
号
）
左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
直
進
。

2
5
３
月
３
０
日
（
土
）

１
０
時
５
８
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

生
０
１
系
統

鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
（
長
沢
入
口
経
由
）
生
田
駅
行

0
鷲
ヶ
峰
営
業
所
出
庫
口

左
折
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
右
折
。

影
響

人
員

計
143

２
　
そ
の
他
運
行
ミ
ス

N
o

発
生
日
時

営
業
所

運
行
系
統

影
響
人
員

1
７
月
４
日
（
水
）

７
時
３
６
分

塩
浜
営
業
所

川
４
０
系
統

塩
浜
営
業
所
前
発
JF
E
前
経
由
川
崎
駅
行

1

2
７
月
１
８
日
（
水
）

１
２
時
２
９
分

鷲
ヶ
峰
営
業
所

溝
１
６
系
統

鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
発
溝
口
駅
南
口
行
き

6

影
響

人
員

計
7

事
案
の
概
要

行
き
先
表
示
機
の
設
定
を
誤
り
、
塩
浜
営
業
所
前
停
留
所
か
ら
、
ＪＦ
Ｅ
前
停
留
所
ま
で
、
行
き
先
を
「
川

１
０
系
統
川
崎
駅
」
と
表
示
し
て
運
行
し
た
。

行
き
先
表
示
機
の
設
定
を
誤
り
、
鷲
ヶ
峰
営
業
所
前
停
留
所
か
ら
、
犬
蔵
公
民
館
前
停
留
所
発
車
直

後
ま
で
、
行
き
先
を
「
宮
０
４
系
統
宮
前
平
駅
」
と
表
示
し
て
運
行
し
た
。
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川崎市交通局バス運行管理に係る改善委員会について

１ 設置目的

運行ミスの要因や防止対策について、安全運行の確保・向上の観点から検証し、今後の

対策について調査審議する。

２ 委員 （４名） 

 委 員 長 寺田一薫（東京海洋大学教授／交通経済学者） 

  副委員長 吉田家興（市バス営業所改革アドバイザー／民間路線バス事業実務経験者） 

  委  員 井島 誠（市バス営業所改革アドバイザー／民間路線バス事業実務経験者） 

  委  員 松浦常夫（実践女子大学教授／交通心理学者） 

３ 審議経過 （３回） 

第１回会議 平成２３年１１月２８日（月） 

   ・運行ミスの現状・要因と防止対策について 

  第２回会議 平成２４年１月１６日（月） 

   ・営業所長及び運転手との意見交換など 

  第３回会議 平成２４年２月２０日（月） 

   ・対策の検証と取り組むべき方向、答申素案について 

４ 答申日 

平成２４年３月９日（金） 

５ 答申概要 

【改善委員会答申概要】

運行ミスの撲滅に向けて 

◎ 運行ミスはヒューマンエラーを最大の要因として発生するものであり、その撲滅は

非常に高い目標

◎ 平成２３年度は平成２２年度の半数近くまで減少、実施されてきた対策の効果があ

ったことを示している

◎ 対策をより効果的なものとするために、見直しの「４つの視点」を踏まえた対策を

とることが必要

（１）安全最優先のバス運行業務に即しているか

（２）市バスネットワークの特徴を踏まえた体制・対策が取られているか

（３）業務に対する意識の向上を図る仕組みが取られているか

（４）ミス発生後の対応が的確であり、かつその対応が事後の運行に影響していないか

◎ 運転手は、常に緊張感を持って乗務にあたるべきであり、基本動作及び運行表の確

認等について習慣化が必要

◎ 事業の管理者等は、運転手をサポートする取り組みを推進することが必要

◎ 職員相互の対話を中心とした意識改革を継続する必要がある

参考資料１



答
　
　
申

運
 
行
 
ミ
 
ス
 
防
 
止
 
対
 
策

取
　
組
　
状
　
況

・
出

庫
時

及
び

起
点

停
留

所
で

行
う

「
車

内
放

送
・

運
行

表
・

方
向

幕
の

確
認

」
（

基
本

動
作

）
は

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
の

防
止

に
貢

献
し

て
お

り
、

現
場

の
意

見
に

お
い

て
も

そ
の

有
効

性
が

認
め

ら
れ

て
い

る
・

基
本

動
作

を
行

わ
ず

、
運

行
ミ

ス
が

発
生

し
て

い
る

事
例

も
あ

る
・

今
後

も
継

続
し

、
 
基

本
動

作
を

行
う

こ
と

を
習

慣
化

す
る

工
夫

を
す

べ
き

○
基

本
動

作
の

徹
底

に
つ

い
て

は
、

重
点

取
組

み
事

項
と

し
て

実
施

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
も

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
研

修
等

の
機

会
を

通
じ

て
、

浸
透

さ
せ

て
い

く
こ

と
に

よ
り

習
慣

化
を

図
る

★
基

本
動

作
の

徹
底

に
つ

い
て

は
、

次
の

と
お

り
注

意
喚

起
を

図
り

、
習

慣
化

に
向

け
た

意
識

の
醸

成
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

【
注

意
喚

起
】

・
局

長
か

ら
全

職
員

へ
Ｄ

Ｖ
Ｄ

に
よ

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

伝
達

（
４

月
）

・
春

（
４

月
）

、
秋

（
１

０
月

）
に

開
催

し
た

２
２

回
の

法
令

講
習

会
・

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
研

修
（

９
月

か
ら

実
施

）
・

安
全

統
括

管
理

者
（

５
月

）
・

局
長

（
１

０
月

）
と

営
業

所
職

員
代

表
と

の
意

見
交

換
会

・
各

種
研

修
時

【
指

導
・

教
育

】
・

全
運

転
手

に
対

す
る

添
乗

観
察

結
果

に
よ

る
指

導
・

教
育

（
運

転
手

１
人

に
つ

き
、

３
回

）

・
点

呼
で

最
初

の
運

行
経

路
の

確
認

と
復

唱
を

行
う

こ
と

は
、

出
庫

直
後

の
ミ

ス
防

止
に

効
果

的
・

厳
正

な
点

呼
は

、
緊

張
感

を
持

っ
た

乗
務

に
つ

な
が

る
・

点
呼

の
効

果
を

高
め

る
た

め
に

は
、

可
能

な
限

り
出

庫
直

前
に

点
呼

を
行

う
べ

き

◎
点

呼
で

、
運

行
経

路
や

出
庫

時
間

の
復

唱
の

徹
底

な
ど

を
進

め
て

お
り

、
さ

ら
に

、
点

呼
の

実
施

を
出

庫
時

間
間

際
に

近
づ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

運
行

へ
の

集
中

力
を

保
持

し
て

乗
務

に
臨

む
よ

う
に

す
る

★
点

呼
時

の
運

行
経

路
や

出
庫

時
間

の
復

唱
に

つ
い

て
は

、
そ

の
徹

底
に

つ
い

て
継

続
的

に
実

施
し

ま
し

た
。

★
「

経
路

誤
り

防
止

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
」

で
、

効
果

的
対

策
に

つ
い

て
協

議
を

行
い

、
次

の
対

策
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

【
対

策
・

注
意

喚
起

】
・

運
行

ミ
ス

防
止

運
動

（
４

回
／

８
月

、
１

０
月

、
１

２
月

、
３

月
）

・
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

へ
「

確
認

ボ
ー

ド
」

の
掲

出
な

ど
【

運
行

管
理

者
（

点
呼

執
行

者
）

の
技

能
向

上
】

・
局

主
催

の
運

行
管

理
者

研
修

の
新

規
実

施
（

初
級

・
一

般
・

上
級

）

①
　
指
定
交
差
点
で
の
行
き
先
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
に
つ
い
て

・
行

先
等

を
自

ら
の

口
で

能
動

的
に

確
認

し
、

思
い

違
い

や
勘

違
い

を
防

止
・

確
認

効
果

が
高

く
有

効
で

あ
り

、
今

後
も

実
施

す
べ

き
○

有
効

な
対

策
で

あ
り

、
着

実
な

実
施

に
向

け
て

、
今

後
も

継
続

す
る

★
指

定
交

差
点

（
２

３
箇

所
）

で
の

行
先

ア
ナ

ウ
ン

ス
は

、
基

本
動

作
と

し
て

実
施

し
ま

し
た

。

②
 
指
定
停
留
所
で
の
一
時
停
車
に
つ
い
て

・
お

客
様

が
い

な
い

場
合

に
強

制
的

に
一

時
停

車
す

る
こ

と
に

つ
き

、
運

転
手

か
ら

は
是

非
に

つ
い

て
両

論
が

あ
る

・
ラ

ッ
シ

ュ
時

や
遅

延
し

て
い

る
時

の
運

転
手

へ
の

心
理

的
負

担
を

考
慮

す
れ

ば
、

箇
所

の
見

直
し

も
検

討
課

題
・

見
直

し
に

際
し

て
は

、
道

路
形

状
等

の
安

全
面

や
、

防
止

対
策

と
し

て
の

効
果

を
踏

ま
え

つ
つ

、
乗

車
さ

れ
て

い
る

お
客

様
の

速
達

性
へ

の
影

響
も

考
え

、
段

階
的

に
減

ら
す

べ
き

▲
指

定
停

留
所

を
必

要
最

小
限

に
止

め
る

よ
う

見
直

し
を

図
る

▲
指

定
１

０
箇

所
の

う
ち

、
平

成
２

２
年

度
及

び
平

成
２

３
年

度
に

運
行

ミ
ス

が
発

生
し

て
い

な
い

２
箇

所
を

検
討

対
象

と
す

る
▲

向
丘

中
学

校
下

（
神

木
本

町
交

差
点

）
は

平
成

２
４

年
度

当
初

か
ら

廃
止

犬
蔵

公
民

館
前

（
犬

蔵
交

差
点

）
は

現
場

の
意

見
を

踏
ま

え
て

検
討

★
お

客
様

へ
の

影
響

や
運

行
ミ

ス
発

生
状

況
な

ど
を

考
慮

し
、

発
生

が
多

い
２

箇
所

を
新

た
に

指
定

し
、

２
年

以
上

発
生

の
な

か
っ

た
３

箇
所

に
つ

い
て

指
定

を
解

除
し

ま
し

た
。

【
新

た
に

指
定

し
た

停
留

所
】

１
０

箇
所

→
１

２
箇

所
（

H
2
5
.
3
月

実
施

）
・

川
７

４
、

川
７

１
系

統
の

河
原

町
団

地
前

停
留

所
（

上
平

間
方

向
）

・
鷲

ヶ
峰

営
業

所
前

停
留

所
（

上
下

方
向

）
【

指
定

を
解

除
し

た
停

留
所

】
１

２
箇

所
→

９
箇

所
・

向
丘

中
学

校
下

（
溝

口
駅

南
口

方
向

）
（

H
2
4
.
4
月

解
除

）
・

Ｊ
Ｆ

Ｅ
池

上
正

門
前

停
留

所
（

水
江

町
方

向
）

（
H
2
5
.
3
月

解
除

）
・

影
向

寺
停

留
所

（
千

年
方

向
）

（
H
2
5
.
3
月

解
除

）

③
 
指
定
交
差
点
の
指
定
に
つ
い
て

・
交

差
点

の
地

形
や

今
後

の
発

生
状

況
を

勘
案

し
な

が
ら

慎
重

に
見

直
す

べ
き

▲
指

定
交

差
点

２
３

箇
所

の
う

ち
、

平
成

２
２

年
度

及
び

平
成

２
３

年
度

に
発

生
し

て
い

な
い

４
箇

所
を

検
討

対
象

と
す

る
▲

神
木

本
町

交
差

点
に

つ
い

て
、

平
成

２
４

年
度

当
初

に
廃

止
し

、
残

り
の

３
箇

所
に

つ
い

て
は

、
現

場
の

意
見

を
踏

ま
え

て
検

討

★
経

路
誤

り
の

発
生

状
況

や
路

線
担

当
営

業
所

の
変

更
な

ど
を

考
慮

し
、

次
の

と
お

り
見

直
し

を
行

い
ま

し
た

。
２

３
箇

所
→

２
２

箇
所

【
指

定
を

解
除

し
た

交
差

点
】

・
神

木
本

町
交

差
点

（
H
2
4
.
4
月

解
除

）

・
経

路
誤

り
危

険
箇

所
に

お
い

て
、

運
転

手
に

聴
覚

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
る

防
止

対
策

効
果

が
あ

る
・

注
意

喚
起

放
送

を
停

留
所

名
等

そ
の

他
の

放
送

と
異

な
る

声
質

で
流

す
こ

と
や

、
注

意
喚

起
放

送
を

流
す

箇
所

に
お

い
て

は
、

乗
客

案
内

放
送

な
ど

他
の

停
留

所
で

放
送

す
る

こ
と

が
可

能
な

放
送

は
流

さ
な

い
工

夫
等

、
注

意
喚

起
放

送
を

運
転

手
に

よ
り

意
識

さ
せ

る
取

組
み

を
行

い
、

継
続

す
る

必
要

が
あ

る

◎
注

意
喚

起
放

送
と

案
内

放
送

の
声

質
を

使
い

分
け

た
、

車
内

案
内

シ
ス

テ
ム

の
更

新
を

行
い

、
注

意
喚

起
放

送
と

案
内

放
送

を
流

す
箇

所
に

つ
い

て
は

、
更

新
時

に
見

直
す

★
機

器
更

新
と

し
て

、
平

成
２

４
年

１
１

月
に

「
車

内
運

行
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
」

を
全

車
に

導
入

し
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

通
常

案
内

放
送

と
注

意
喚

起
放

送
の

声
質

を
使

い
分

け
た

（
女

性
と

男
性

）
改

善
を

実
施

し
ま

し
た

。

（
◎

…
新

規
・

拡
充

　
○

…
継

続
　

▲
…

見
直

し
）

平
成
２
４
年
度
の
運
行
ミ
ス
防
止
対
策
に
つ
い
て

(
２
)
 
点
呼
の
実
施
に
つ
い
て

(
３
)
 
指
定
交
差
点
で
の
対
策
に
つ
い
て

(
４
)
 
車
内
案
内
放
送
に
よ
る
「
右
左
折
の

　
注
意
喚
起
放
送
」
に
つ
い
て

項
　
　
目

(
１
)
 
出
庫
時
・
起
点
時
の
基
本
動
作
の

　
　
徹
底
に
つ
い
て

１
　
安
全
最
優
先
の
バ
ス
運
行
業
務
に
即
し
て
い
る
か

参
考
資
料
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答
　
　
申

運
 
行
 
ミ
 
ス
 
防
 
止
 
対
 
策

取
　
組
　
状
　
況

・
市

バ
ス

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

、
限

ら
れ

た
経

営
資

源
（

車
両

と
運

転
手

）
で

維
持

し
て

い
く

た
め

に
は

、
労

働
条

件
に

配
慮

し
つ

つ
効

率
的

な
バ

ス
運

行
計

画
と

す
る

必
要

が
あ

り
、

運
転

手
が

一
日

の
乗

務
の

中
で

複
数

の
経

路
を

担
当

す
る

こ
と

（
混

成
ダ

イ
ヤ

）
は

や
む

を
得

な
い

・
混

成
ダ

イ
ヤ

を
前

提
に

し
つ

つ
も

、
運

行
ミ

ス
の

発
生

確
率

を
下

げ
る

た
め

に
は

、
管

理
者

の
役

割
が

大
切

で
あ

り
、

運
行

表
の

改
善

等
、

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
み

を
行

う
べ

き

○
運

行
ミ

ス
発

生
確

率
を

下
げ

る
取

組
み

と
し

て
、

運
行

表
の

改
善

、
停

留
所

の
注

意
標

識
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
、

車
内

案
内

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

注
意

喚
起

機
能

の
強

化
な

ど
、

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
強

化

★
運

転
手

が
１

日
に

担
当

す
る

運
行

経
路

が
複

数
に

わ
た

る
こ

と
な

ど
を

踏
ま

え
て

、
経

由
地

表
記

の
見

直
し

等
の

運
行

表
の

改
善

、
起

終
点

や
信

号
待

ち
等

停
車

時
に

お
け

る
運

行
表

確
認

の
徹

底
、

停
留

所
標

識
の

注
意

喚
起

掲
示

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

更
新

、
車

内
運

行
情

報
運

行
管

理
シ

ス
テ

ム
の

更
新

（
再

掲
）

に
も

取
組

み
、

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
強

化
し

ま
し

た
。

・
運

行
表

の
確

認
の

効
果

は
高

く
、

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

を
防

ぐ
た

め
に

、
継

続
的

に
運

行
表

を
見

や
す

く
改

善
し

て
き

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
・

出
庫

・
起

点
時

の
み

な
ら

ず
、

運
行

中
の

停
留

所
停

車
時

、
信

号
待

ち
等

に
お

い
て

、
運

行
表

の
確

認
を

意
識

的
に

行
い

、
常

に
正

し
い

経
路

認
識

を
継

続
す

る
こ

と
が

必
要

○
「

基
本

動
作

」
の

習
慣

化
に

向
け

た
取

組
み

を
徹

底
（

再
掲

）
◎

　
停

留
所

や
信

号
待

ち
等

の
停

車
時

に
お

い
て

、
安

全
運

行
上

支
障

が
な

い
場

合
に

、
運

行
表

の
確

認
を

行
う

こ
と

が
有

効
で

あ
る

こ
と

を
、

運
転

手
に

奨
励

○
運

行
表

を
ビ

ジ
ュ

ア
ル

に
識

別
で

き
る

よ
う

な
工

夫
を

継
続

★
運

行
表

の
確

認
は

、
基

本
動

作
の

習
慣

化
と

し
て

取
組

む
と

と
も

に
、

運
行

表
の

改
善

に
つ

い
て

は
、

再
発

防
止

や
間

違
え

の
恐

れ
の

あ
る

交
差

点
に

つ
い

て
、

ビ
ジ

ュ
ア

ル
を

工
夫

す
る

な
ど

の
改

善
や

「
慣

れ
」

を
防

止
す

る
た

め
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
努

め
ま

し
た

。
★

停
留

所
や

信
号

待
ち

等
の

停
車

時
に

お
い

て
、

運
行

表
の

確
認

の
奨

励
を

、
次

の
と

お
り

行
っ

て
い

ま
す

。
・

チ
ラ

シ
の

配
布

、
局

報
特

別
号

、
運

行
ミ

ス
防

止
運

動
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
研

修

・
起

点
と

終
点

が
同

じ
で

も
経

由
地

が
異

な
る

経
路

に
つ

い
て

、
経

由
地

の
表

示
が

な
い

場
合

に
は

、
系

統
番

号
な

ど
の

違
い

で
認

識
し

て
い

る
・

運
転

手
が

い
か

に
習

熟
し

て
い

て
も

、
勘

違
い

す
る

可
能

性
は

高
く

、
経

由
地

を
必

ず
運

行
表

等
に

表
示

す
る

こ
と

が
必

要

○
起

点
と

終
点

が
同

じ
で

も
複

数
の

系
統

が
あ

る
場

合
に

は
、

運
行

表
に

路
線

名
と

経
由

地
を

表
記

す
る

○
現

在
未

表
記

の
系

統
は

３
３

件
、

表
記

方
法

を
検

討
し

、
計

画
的

に
実

施

★
未

表
記

の
３

３
件

に
つ

い
て

は
、

表
記

方
法

を
見

直
し

運
行

表
の

改
善

を
実

施
し

ま
し

た
。

★
経

由
地

が
異

な
る

系
統

に
つ

い
て

、
経

由
地

や
矢

印
の

表
記

な
ど

の
改

善
を

行
い

ま
し

た
。

（
年

度
内

実
施

済
）

・
間

違
え

や
す

い
停

留
所

に
注

意
標

識
を

設
置

し
て

き
た

こ
と

は
評

価
・

注
意

標
識

が
お

客
様

に
不

快
感

を
与

え
な

い
よ

う
に

留
意

す
る

と
と

も
に

、
随

時
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
う

べ
き

○
営

業
所

に
よ

る
随

時
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
継

続
的

に
行

う

★
お

客
様

に
不

快
感

を
与

え
な

い
よ

う
全

営
業

所
に

お
い

て
、

対
象

停
留

所
、

約
８

０
本

の
注

意
標

識
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
年

度
内

に
実

施
し

ま
し

た
。

・
運

転
手

に
発

生
危

険
箇

所
を

明
示

し
、

情
報

共
有

の
ツ

ー
ル

と
し

て
有

効
・

地
形

的
状

況
等

が
営

業
所

に
よ

っ
て

異
な

る
の

で
、

営
業

所
ご

と
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

常
に

更
新

す
べ

き

○
随

時
更

新
を

行
い

営
業

所
に

掲
示

し
て

運
転

手
に

注
意

喚
起

す
る

取
組

み
を

継
続

★
営

業
所

ご
と

に
工

夫
し

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
随

時
更

新
す

る
こ

と
で

注
意

喚
起

に
努

め
ま

し
た

。
・

所
内

に
掲

示
・

運
行

ミ
ス

惹
起

者
研

修
に

活
用

・
入

力
作

業
の

簡
素

化
、

運
行

上
の

注
意

情
報

表
示

等
、

ミ
ス

防
止

の
サ

ポ
ー

ト
機

能
充

実
を

期
待

・
運

転
手

を
管

理
者

が
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

着
実

な
実

施
が

望
ま

れ
る

◎
右

左
折

等
の

進
行

情
報

や
運

転
手

モ
ニ

タ
ー

の
大

型
化

な
ど

注
意

喚
起

機
能

が
強

化
さ

れ
る

新
車

内
案

内
シ

ス
テ

ム
を

速
や

か
に

整
備

★
お

客
様

モ
ニ

タ
ー

を
大

型
化

す
る

こ
と

で
、

停
留

所
名

が
３

つ
先

ま
で

表
示

す
る

よ
う

に
し

た
「

車
内

運
行

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

」
を

全
車

に
導

入
し

ま
し

た
。

こ
の

更
新

に
合

わ
せ

て
、

次
の

機
能

の
改

善
を

行
い

ま
し

た
。

・
運

転
手

モ
ニ

タ
ー

の
大

型
化

・
右

左
折

等
の

進
行

情
報

の
注

意
喚

起
機

能
の

強
化

・
１

日
の

運
行

デ
ー

タ
入

力
作

業
の

簡
素

化

（
◎

…
新

規
・

拡
充

　
○

…
継

続
　

▲
…

見
直

し
）

２
　
市
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
体
制
・
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
か

項
　
　
目

(
６
)
 
車
内
案
内
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
つ
い
て

(
１
)
 
運
転
手
が
一
日
で
担
当
す
る
運
行
経
路

　
に
つ
い
て

(
２
)
 
運
行
表
を
見
や
す
く
す
る
工
夫
に
つ
い
て

(
３
)
 
運
行
表
等
へ
の
経
由
地
等
の
表
示
に

　
つ
い
て

(
４
)
 
停
留
所
の
注
意
標
識
に
つ
い
て

(
５
)
 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
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答
　
　
申

運
 
行
 
ミ
 
ス
 
防
 
止
 
対
 
策

取
　
組
　
状
　
況

・
本
局
職
員
と
運
転
手
の
意
見
交
換
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
等
で
、
「
自
分

は
運
行
ミ
ス
を
し
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
の
意
識
の
打
破
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
評
価

・
運
行
ミ
ス
防
止
対
策
の
み
な
ら
ず
、
事
故
防
止
や
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

い
っ
た
交
通
局
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
対
話
に
よ
り
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
局

全
体
で
共
通
の
認
識
を
持
つ
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

・
今
後
は
、
営
業
所
長
等
が
率
先
し
て
行
う
な
ど
、
営
業
所
一
丸
と
な
っ
た
取

組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要

○
本
局
職
員
と
運
転
手
と
の
対
話
の
場
は
、
今
後
も
継
続

す
る
◎
営
業
所
長
等
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
な
ど
の
機

会
を
活
用
し
て
、
事
故
防
止
や
運
行
ミ
ス
防
止
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
運
転
手
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
「
対
話
」

に
よ
る
意
識
の
醸
成
を
図
る

【
本
局
職
員
と
運
転
手
】

・
局
長
と
の
意
見
交
換
会
（
１
０
月
）

・
安
全
統
括
管
理
者
と
の
意
見
交
換
会
（
５
月
）

・
安
全
指
導
課
職
員
と
の
意
見
交
換
「
運
転
手
特
別
研
修
」
（
４
月
～
５

月
）

【
営
業
所
長
と
運
転
手
】

・
春
、
秋
に
開
催
す
る
法
令
講
習
会

【
運
転
手
と
運
転
手
】

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
（
９
月
～
）

・
５
年
毎
研
修
（
２
月
）

・
運
転
手
同
士
で
有
用
な
対
策
が
共
有
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
運
転
手
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
貴
重
な
取
組
み

で
あ
る

・
よ
り
有
効
に
行
う
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を
着
実
に
行
う
べ
き

・
運
行
ミ
ス
防
止
の
み
な
ら
ず
、
事
故
防
止
や
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
っ

た
、
そ
の
時
々
の
市
バ
ス
の
課
題
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
を
行
う

べ
き

◎
運
転
手
２
５
名
程
度
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
す
る
グ

ル
ー
プ
制
を
平
成
２
４
年
度
か
ら
実
施
し
、
職
長
を
中
心

に
運
転
手
同
士
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る

◎
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
は
、
グ
ル
ー
プ
制
を
活
用
し
て

継
続
し
、
運
行
ミ
ス
の
み
な
ら
ず
事
故
防
止
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
の
課
題
へ
の
取
組
み
に
活
用

★
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
は
、
９
月
か
ら
実
施
し
、
次
の
課
題
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
運
行
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
各
運
転
手
の
取
り
組
み
を
発
表
し
て
話
合

い
、
有
効
と
さ
れ
る
対
策
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

・
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
（
接
客
）
の
向
上
に
は
、
今
年
度
の
局
の
重
点
取

組
み
と
し
て
い
る
「
乗
車
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
挨
拶
」
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

・
民
間
委
託
に
よ
る
添
乗
観
察
の
充
実
は
、
運
転
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
取
組
み

・
人
事
評
価
制
度
の
基
準
を
見
直
し
、
添
乗
観
察
の
結
果
を
反
映
さ
せ
、
加
点

項
目
も
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
転
手
の
意
欲
を
向
上
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
防
止
と
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
効
果
が
あ
る

・
今
後
は
、
人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用
と
併
せ
て
、
添
乗
観
察
の
結
果
を

研
修
計
画
に
活
か
す
な
ど
、
局
全
体
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
望
ま

れ
る

・
運
行
ミ
ス
防
止
に
成
果
が
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
工
夫
も
検
討
す
べ
き

○
添
乗
観
察
の
結
果
な
ど
の
活
用
に
よ
り
適
正
な
人
事
評

価
を
行
う

◎
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
自
主
的
な
取
組
み
を
促
進
す
る
た

め
、
事
故
や
運
行
ミ
ス
の
発
生
抑
止
に
成
果
が
あ
っ
た
場

合
に
、
そ
れ
ら
の
取
組
み
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
検
討

【
人
事
評
価
】

・
ミ
ス
や
事
故
に
よ
る
減
点
の
み
な
ら
ず
、
添
乗
観
察
の
結
果
を
反
映
し

た
加
点
項
目
を
設
定
し
た
新
基
準
に
よ
る
人
事
評
価
を
、
平
成
２
３
年
度

か
ら
実
施
し
、
平
成
２
４
年
度
の
賞
与
に
反
映
し
ま
し
た
。

【
グ
ル
ー
プ
評
価
】

・
運
行
ミ
ス
防
止
等
に
成
果
の
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
評
価
に
つ
い

て
、
関
係
課
及
び
営
業
所
副
所
長
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
（
継
続
協

議
）

・
各
営
業
所
独
自
の
防
止
対
策
は
、
運
転
手
等
が
加
わ
る
参
加
型
の
取
組
み
と

し
て
、
確
実
な
防
止
対
策
の
実
施
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
い
っ
た
点
で

評
価

・
常
に
情
報
を
共
有
し
て
、
効
果
の
高
い
対
策
に
つ
い
て
は
各
営
業
所
に
水
平

展
開
を
行
う
と
と
も
に
、
営
業
所
間
で
業
務
改
善
結
果
を
発
表
し
あ
う
な
ど
、

意
欲
を
高
め
る
仕
組
み
を
続
け
て
い
く
べ
き

○
全
営
業
所
の
担
当
係
長
等
に
よ
る
会
議
で
、
情
報
を
共

有
し
、
効
果
が
あ
る
も
の
は
水
平
展
開
を
行
い
、
統
一
的

な
対
応
が
必
要
な
対
策
は
、
営
業
所
長
会
議
等
で
徹
底

・
運
転
手
・
営
業
所
・
本
局
が
十
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
一
丸
と

な
っ
た
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る

・
「
川
崎
市
バ
ス
」
が
一
体
と
な
り
、
運
行
ミ
ス
防
止
対
策
に
限
ら
ず
、
事
故

防
止
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

・
運
行
管
理
者
へ
の
研
修
、
安
全
統
括
管
理
者
に
よ
る
営
業
所
長
・
営
業
所
係

長
職
へ
の
研
修
、
本
局
管
理
職
の
早
朝
点
呼
立
ち
会
い
、
管
理
委
託
先
の
事
業

者
と
の
連
携
等
、
継
続
し
た
取
組
み
が
望
ま
れ
る

○
運
行
管
理
者
へ
の
研
修
、
管
理
職
の
点
呼
立
ち
会
い
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
担
当
係
長
会
議
・
営
業
所
長
会
議

に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
各
営
業
所
一

体
と
な
っ
た
対
策
を
進
め
る

○
本
局
職
員
と
現
場
職
員
を
構
成
員
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
る
指
定
交
差
点
な
ど
の
見
直
し
を
継
続
的

に
進
め
る

（
◎
…
新
規
・
拡
充
　
○
…
継
続
　
▲
…
見
直
し
）

★
安
全
指
導
担
当
係
長
会
議
や
経
路
誤
り
防
止
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
、
各
営
業
所
の
取
組
み
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
い
、
「
運
行
ミ
ス

防
止
強
化
日
」
の
設
定
な
ど
、
運
行
ミ
ス
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
特
に
、
塩
浜
営
業
所
に
お
い
て
実
施
し
た
「
模
擬
訓
練
」
は
、
単
に
迅

速
な
対
応
に
効
果
が
あ
っ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
職
員
の
意
識
向
上
、

注
意
喚
起
に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

★
統
一
的
な
対
応
が
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
直
営
所
長
会
議
や
委
託

先
も
含
め
た
拡
大
所
長
会
議
等
で
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

・
運
行
ミ
ス
防
止
運
動
（
４
回
）
や
交
通
局
独
自
の
無
事
故
運
動
（
２

回
）
を
設
定
し
、
局
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
そ
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
営
業
所
長
会
議
、
安
全
指
導
担
当
係
長

会
議
（
１
２
回
）
及
び
経
路
誤
り
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
５
回
）
で
検
討

し
ま
し
た
。

★
運
行
管
理
者
の
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、
運
行
管
理
者
研
修
（
初
級
・

一
般
・
上
級
）
を
新
規
に
実
施
し
ま
し
た
。

★
営
業
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
管
理
職
の
営
業
所

点
呼
立
会
い
を
継
続
実
施
し
ま
し
た
。

項
　
　
目

３
　
業
務
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い
る
か

(
１
)
 
安
全
及
び
正
確
な
運
行
に
向
け
た
意
識

　
の
徹
底
に
つ
い
て

(
２
)
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
に
つ
い
て

(
３
)
 
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
い
て

(
４
）
各
営
業
所
の
取
組
み
に
つ
い
て

(
５
)
 
交
通
局
本
局
と
営
業
所
が
一
体
と

 
 
な
っ
た
取
組
み
に
つ
い
て
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答
　
　
申

運
 
行
 
ミ
 
ス
 
防
 
止
 
対
 
策

取
　
組
　
状
　
況

・
安
全
な
場
所
に
お
け
る
バ
ス
の
停
車
、
お
客
様
へ
の
謝
罪
、
営
業
所
へ
の
連

絡
、
運
行
管
理
者
か
ら
の
指
示
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
は
適
切
で
あ
り
、
そ
の

対
応
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価

・
安
全
運
行
の
確
保
及
び
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
、
継
続
す
る
べ
き

○
経
路
誤
り
発
生
時
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
、
今
後
も

自
動
車
運
転
手
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
や
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
研
修
等
に
よ
り
周
知
徹
底
を
図
る

★
乗
車
し
て
い
た
お
客
様
１
５
０
名
に
対
し
て
は
、
運
行
ミ
ス
に
よ
る
遅

れ
な
ど
、
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
謝
罪
を
行
い
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め

る
と
と
も
に
、
運
行
ミ
ス
発
生
車
両
の
安
全
な
経
路
復
帰
や
代
車
運
行
に

よ
り
対
応
し
ま
し
た
。

★
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
特
別
研
修
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

研
修
に
よ
り
、
周
知
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

★
迅
速
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
塩
浜
営
業
所
で
は
、
毎
月
１
５
日
に

「
運
行
ミ
ス
防
止
模
擬
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
運
行
管
理
者
の
指
示
に
従
っ
て
安
全
に
経
路
復
帰
を
す
る
こ
と
は
、
安
全
確

保
に
必
要
な
行
為
で
あ
り
、
そ
の
対
応
が
徹
底
さ
れ
て
い
る

・
営
業
所
の
運
行
管
理
者
は
、
運
行
ミ
ス
発
生
車
両
の
安
全
な
経
路
復
帰
又
は

代
車
に
よ
る
補
充
運
行
な
ど
、
判
断
を
瞬
時
に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
適
切
に

対
応
さ
れ
て
い
る

・
今
後
も
、
安
全
運
行
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
適
切
な
対
応
を
継
続
し
て
実
施

す
る
べ
き

○
経
路
復
帰
は
運
行
管
理
者
の
指
示
に
従
い
安
全
に
行
う

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
も
自
動
車
運
転
手
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
活
用
や
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
等
に
よ
り
周

知
徹
底
を
図
る

○
運
行
管
理
者
は
、
経
路
復
帰
等
に
つ
い
て
、
状
況
に
応

じ
た
判
断
を
速
や
か
に
行
い
、
お
客
様
へ
の
影
響
を
極
力

少
な
く
す
る
取
組
み
を
継
続
す
る

★
経
路
復
帰
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
特
別
研
修
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
研
修
に
よ
り
、
周
知
徹
底
し
ま
し
た
。

★
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
運
行
管
理
者
研
修
に
お
い
て
、
常
に
路
線

の
状
況
を
把
握
し
運
転
手
に
適
切
な
指
示
を
出
せ
る
よ
う
、
教
育
を
実
施

し
ま
し
た
。

★
塩
浜
営
業
所
に
お
い
て
、
毎
月
１
５
日
に
実
施
し
て
い
る
「
運
行
ミ
ス

防
止
模
擬
訓
練
」
は
、
発
生
時
の
営
業
所
の
対
応
能
力
の
向
上
に
も
効
果

を
上
げ
ま
し
た
。

①
 
状
況
の
確
認
、
報
告
、
指
導
に
つ
い
て

・
運
転
手
が
営
業
所
に
帰
所
後
、
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
デ
ー
タ
を
確
認
の
上
、
営
業
所
か
ら
本
局
に
発
生
事
実
の
報
告
が

速
や
か
に
な
さ
れ
て
い
る

・
運
転
手
に
対
し
て
は
、
営
業
所
で
速
や
か
に
再
発
防
止
教
育
を
実
施
し
、
本

局
で
も
後
日
速
や
か
に
、
特
別
指
導
教
育
を
実
施

・
一
連
の
流
れ
は
適
切
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る
べ
き

○
状
況
の
確
認
及
び
報
告
に
つ
い
て
は
、
事
実
の
把
握
と

と
も
に
、
対
応
策
の
検
討
な
ど
、
必
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
の
で
、
今
後
も
継
続
す
る

○
運
転
手
へ
の
営
業
所
で
の
再
発
防
止
教
育
及
び
本
局
で

の
特
別
指
導
教
育
は
、
当
該
運
転
手
が
原
因
を
理
解
し
、

反
省
す
る
場
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
 
再
発
防
止
に

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
継
続
す
る

★
営
業
所
か
ら
速
や
か
な
本
局
へ
の
報
告
と
と
も
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
発
生
要
因
の
分
析
を
行
い
、
営
業
所
に
お
け

る
「
再
発
防
止
防
止
教
育
」
及
び
本
局
で
の
「
特
別
指
導
教
育
」
に
活
用

し
ま
し
た
。

②
 
公
表
に
つ
い
て

・
運
転
手
の
意
見
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
で
の
意
見
・
要
望
の
中
に
、
「
経

路
誤
り
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
い
」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
が
多
く
見

ら
れ
た

・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
主
な
要
因
は
、
「
発
生
直
後
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
」
「
処

分
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」

・
過
剰
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
り
、
必
要
以
上
に
運
転
手
が
精
神
的
に
追
い
込

ま
れ
る
結
果
と
な
り
、
逆
に
運
行
ミ
ス
を
誘
発
し
た
り
、
安
全
運
行
の
確
保
に

重
大
な
支
障
を
生
じ
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

・
公
表
は
、
行
政
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
に
は
必
要
不
可
欠
だ
が
、
運

転
手
に
過
度
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
公
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

手
法
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る

▲
年
度
内
の
す
べ
て
の
運
行
ミ
ス
に
つ
い
て
、
発
生
事
案

の
一
件
ご
と
に
発
生
の
日
時
、
運
行
系
統
、
発
生
場
所
、

事
案
の
内
容
、
影
響
人
員
、
担
当
営
業
所
を
明
ら
か
に
し

た
発
生
状
況
及
び
年
度
全
体
の
ミ
ス
の
傾
向
や
対
策
を
総

括
し
た
上
で
、
一
括
し
て
翌
年
度
に
発
表
す
る

▲
た
だ
し
、
ア
)
運
行
管
理
者
へ
の
報
告
を
怠
る
、
イ
)
自

己
回
復
を
行
う
、
ウ
)
法
令
違
反
が
あ
る
、
と
い
っ
た
安
全

運
行
に
影
響
が
あ
る
運
行
ミ
ス
は
、
発
生
後
速
や
か
に
発

生
状
況
に
つ
い
て
公
表
す
る

★
運
行
管
理
者
へ
の
報
告
を
怠
り
、
自
己
回
復
や
法
令
違
反
が
あ
る
と

い
っ
た
安
全
運
行
に
影
響
が
あ
る
事
案
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

★
年
度
内
の
運
行
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
ミ
ス
の
傾
向
や
対
策
を
総
括
し
た

上
で
、
一
括
し
て
翌
年
度
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
　
処
分
に
つ
い
て

・
懲
戒
処
分
は
、
全
て
の
運
行
ミ
ス
に
で
は
な
く
、
決
め
ら
れ
た
取
組
み
に
違

反
し
た
事
実
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る

・
処
分
と
い
う
性
格
上
、
一
定
程
度
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
前
提
と
し
た
対
策
で

あ
り
、
ミ
ス
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
は
抑
止
力
が
発
揮
さ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る

・
今
後
は
、
運
行
ミ
ス
の
発
生
状
況
や
運
転
手
の
ミ
ス
防
止
対
策
へ
の
取
組
み

状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

▲
今
後
の
運
行
ミ
ス
発
生
状
況
を
み
な
が
ら
、
懲
戒
処
分

の
該
当
事
案
の
見
直
し
を
検
討
す
る
 
た
だ
し
、
安
全
運
行

に
影
響
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
懲
戒
処
分
と
す
る
こ
と
は

継
続
す
る

★
現
在
の
運
行
ミ
ス
の
発
生
状
況
か
ら
、
懲
戒
処
分
の
実
施
を
行
う
と
と

も
に
継
続
し
ま
す
。

【
処
分
の
実
施
】

・
　
７
月
２
３
日
　
戒
告
１
名
（
指
定
交
差
点
で
の
行
先
ア
ナ
ウ
ン
ス
未

実
施
）

・
１
０
月
１
７
日
　
戒
告
１
名
（
指
定
交
差
点
で
の
行
先
ア
ナ
ウ
ン
ス
未

実
施
）

（
◎
…
新
規
・
拡
充
　
○
…
継
続
　
▲
…
見
直
し
）

４
　
ミ
ス
発
生
後
の
対
応
が
的
確
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
対
応
が
事
後
の
運
行
に
影
響
し
て
い
な
い
か

(
１
)
 
発
生
直
後
の
対
応
に
つ
い
て

(
２
)
 
経
路
復
帰
の
方
法
に
つ
い
て

(
３
)
 
事
後
の
対
応
に
つ
い
て

項
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